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開
創
時
は
、
華け

ご
ん
し
ゅ
う
し
ょ
う
ぼ
う
じ

厳
宗
正
法
寺

　

清
林
寺
は
、
奈
良
時
代
初
期

慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）、
高
名

な
学
僧
、
東
大
寺
義ぎ

え
ん
そ
う
じ
ょ
う

淵
僧
正
に

よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、

当
初
は
華
厳
宗
正
法
寺
と
い
い
、

七
堂
伽が

ら
ん藍

の
整
っ
た
大
寺
で
し

そ
こ
知
り

志
太物

語
た
。
大
宝
律
令
が
制
定
さ
れ
、
益

津
郡ぐ

ん
が衙

や
志
太
郡
衙
が
設
け
ら
れ

た
時
代
、
志
太
平
野
は
志し

だ
の
う
ら

太
浦
と

い
わ
れ
、
高
柳
は
大
井
川
の
堆
積

土
に
よ
る
微
高
地
で
集
落
が
あ
り
、

平
安
時
代
、
益
津
郡
高
柳
郷
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
尊
の
聖
観
世
音
菩
薩
は
義
淵

僧
正
の
作 

（
ま
た
は
行ぎ

ょ
う
き基

作
）
と

伝
え
ら
れ
、
高
さ
一
七
六
㎝
、
檜

の
一
木
作
り
で
す
。
秘
仏
の
た
め

十
二
年
に
一
度
の
申さ

る
ど
し年
十
月
の
開

帳
で
す
。
藤
枝
市
の
指
定
文
化
財

で
駿
河
三
十
三
観
世
音
菩
薩
の
第

四
番
霊
場
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

本
尊
聖し

ょ
う
か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ

観
世
音
菩
薩
は
文
化
財

駿
河
三
十
三
観
音
第
四
番
霊
場

跡
に
御
堂
を
建
立
し
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

兵
火
や
大
洪
水
で
衰
退
し
た

正
法
寺
を
見
た
祖そ

か
い海
和
尚
は
再

興
を
発
願
し
、
寛
永
十
三
年

（
一
六
三
六
）
新
た
に
堂ど

う
う宇

を

建
立
し
、
寺
名
も
清
林
寺
と
変

え
、
心し

ん
が
く岳
寺
八
世
通つ

う
こ
く
じ
ゅ
も
ん

谷
寿
聞

を
開
山
に
迎
え
、
曹そ

う
と
う
し
ゅ
う

洞
宗
寺

院
と
し
て
再
興
し
ま
し
た
。
田

中
城
主
水
野
忠
善
も
観
世
音
菩

薩
を
深
く
信
仰
し
、
名

み
ょ
う
だ
い代

が
清

林
寺
に
訪
れ
、
参
拝
し
ま
し
た
。

開か
い
ひ扉

の
大
祭
は
十
二
年
に
一
度

申
年
十
月
に
大だ

は
ん
に
ゃ
え

般
若
会
の
祈き

と
う祷

が

行
な
わ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
本
堂
等
を
落
慶

　

昭
和
二
十
九
年
高
洲
幼
稚
園
、

同
五
十
一
年
高
洲
南
幼
稚
園
を
開

園
し
、
仏
教
教
育
を
中
心
に
し
た

幼
児
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
、
平
成
二
十
四
年
に
本

堂
・
位
牌
堂
・
書
院
を
建
立
。
境

内
に
は
、
地
域
の
教
育
に
尽
力
し

た
大
森
丹
司
翁
の
顕
彰
碑
、
無
縁

塔
や
秋
葉
大
権
現
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
藤
枝
市
高
柳
二
四
二
五

（
小
嶋
良
之
）

観
音
様
の
不
思
議
な
言
い
伝
え

　

足
利
時
代
の
兵
火
で
大
伽
藍

も
灰は

い
じ
ん燼

に
帰
し
ま
し
た
が
、
こ

の
時
本
尊
の
観
音
様
は
火
中
よ

り
飛
び
出
し
北
の
淵え

ん
げ
ん原

の
霊
泉

の
中
に
隠
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

田
中
城
主
水
野
忠た

だ
よ
し善

の
夢
の

中
に
光
り
輝
く
観
音
様
が
現
れ
、

家
老
に
地
中
を
掘
ら
せ
た
と
こ
ろ
、

観
音
様
が
発
見
さ
れ
、
正
法
寺
の

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

浜
当
目
・
原
田
家
住
宅

志
太
新
名
物
探
訪

は
ま

と
う

め

高
柳
の
古こ

刹さ
つ 

広こ

う

ほ

う

ざ

ん

せ

い

り

ん

じ

峰
山
清
林
寺

満
を
持
し
て
の
発
売
で
す
ね

　

十
月
十
日
に
発
売
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
二
十
七
年
に
藤
枝

市
長
を
交
え
た
「
今
後
の
藤
枝

茶
業
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」

で
「
こ
れ
が
藤
枝
の
お
茶
」

と
い
え
る
お
茶
が
ほ
し
い
と
い

う
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
の
後
、

藤
枝
市
茶
商
工
業
協
同
組
合
と

藤
枝
市
、
Ｊ
Ａ
、
茶
農
家
四
者

で
「
日
本
一
お
い
し
い
藤
枝
茶

づ
く
り
研
究
会
」
を
発
足
し
、

翌
年
か
ら
「
日
本
一
を
目
指
す

お
茶
」
と
し
て
限
定
販
売
を
開

始
。
同
時
に
組
合
の
ブ
ラ
ン
ド

委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
ど

う
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
ブ
ラ
ン

ド
を
立
ち
上
げ
て
い
く
の
か
を

協
議
し
、
漸
く
「
藤
枝
一
香
」

と
し
て
発
売
が
決
ま
り
ま
し
た
。

「
藤
枝
一
香
」
と
は
?

　

谷
稲
葉
に
あ
る
基
盤
整
備
を

実
施
し
た
茶
園
で
Ｊ
Ａ
と
の

協
力
に
よ
る
栽
培
技
術
指
導
を

受
け
た
岡
村
韶よ
し
か
ず
一
さ
ん
が
、
土

づ
く
り
か
ら
始
め
、
有
機
肥
料

を
用
い
た
茶
園
管
理
の
も
と
に

幼
木
栽
培
し
た
茶
畑
か
ら
一
年

で
三
日
し
か
な
い
最
適
期
に
摘

み
取
っ
た
「
や
ぶ
き
た
」
で
す
。

仕
上
が
っ
た
茶
葉
は
、
針
の
よ

う
に
細
い
形
状
で
、
味
や
香
り

が
際
立
っ
た
透
明
感
あ
る
力
強

い
旨
み
が
あ
り
、
昔
な
が
ら
の

浅
蒸
し
と
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
淹
れ
方
で
飲
む
？

　

藤
枝
一
香
を
美
味
し
く
飲
ん

で
頂
く
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
お
茶
の
淹
れ
方
を
掲
載
し
ま

し
た
。
沸
騰
し
た
湯
を
六
十
度

ま
で
冷
ま
し
、
藤
枝
一
香
を
一

袋
八
ｇ
急
須
に
あ
け
、
二
百
㏄

の
お
湯
で
一
分
間
待
ち
最
後
の

一
滴
ま
で
注
い
で
飲
ん
で
頂
く

と
い
う
も
の
で
す
。
水
出
し
で

も
二
百
㏄
の
常
温
の
水
で
五
分

ほ
ど
待
て
ば
出
来
上
が
り
で
す
。

　

藤
枝
一
香
は
、
八
ｇ
入
り
一

煎
パ
ッ
ク
が
税
別
五
百
円
、
八

ｇ
五
包
セ
ッ
ト
の
桐
箱
入
り
が

税
別
三
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
組
合
員
の
一
部
の
お

店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

主
に
贈
答
用
の
高
級
茶
と
し

て
首
都
圏
で
販
売
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
是
非
、
ご
賞
味
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
茶｢

藤
枝
一い

ち

香か｣

発
売

日
本
一
お
い
し
い
藤
枝
茶
づ
く
り
研
究
会
が

一ひ

と

言こ

と 

和
正

藤
枝
市
茶
商
工
業
協
同
組
合

ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
委
員
長

▲本堂

▲本堂内陣

▶
本
尊
・
聖
観
世
音
菩
薩

▲秋葉大権現 ▲無縁塔

▲大森丹司先生顕彰碑

▲平成24年本堂等落慶

　

平
成
二
十
九
年
、
焼
津

市
浜
当
目
に
あ
る
原
田
家

住
宅
が
国
の
登
録
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

原
田
家
は
、
近
世
に
庄
屋

を
務
め
、
近
年
は
昭
和
か

ら
平
成
に
か
け
て
国
会
議

員
を
輩
出
し
た
名
家
で
す
。

　

現
在
の
建
物
は
明
治
八

年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

主
屋
は
、

寄よ
せ
む
ね
づ
く
り

棟

造

桟さ
ん
が
わ
ら
ぶ
き

瓦
葺
き
で
南
と
西
に
下げ
や屋

を
廻
ら
せ
た
近
世
民
家
形
式

を
継
承
す
る
上
質
な
住
宅
で

す
。
文
庫
蔵
は
、
土
蔵
造
二
階

建
て
の
外
壁
漆し
っ
く
り喰
塗
で
正
面

の
腰
は
海な
ま
こ鼠

壁
で
す
。
離
れ
は

一
部
二
階
建
て
の
数す
き
や

寄
屋
風
の

瀟し
ょ
う
し
ゃ
洒
な
造
作
。
表
門
は
両
下

造
桟
瓦
葺
、
旧
家
の
表
構
え

に
風
格
を
添
え
て
い
ま
す
。
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高洲の南部エリア
を散策しよう！

清 林 寺は開 創が 慶 雲
2年（705）と志 太 地 域
でも指折りの古

こ さ つ

刹です。 
元は華

け ご ん

厳 宗で 正
しょうぼう

法 寺
といいました。本尊の
聖
しょうかんぜおん

観世 音菩 薩 像は藤
枝 市の 指 定 文化 財で
す。境内には私塾を開
き、地域の子弟を数多
く育てた大森丹

た ん じ

司翁の
顕彰碑があります。

清
せい

林
りん

寺
じ

兵太夫下
しも

集会所の場所
に阿弥陀堂がありまし
た。東牛という行者が
阿弥陀如来仏を祀って
ここに住み着き、信仰
を広めました。阿弥陀
如来は、集会所の中に
祀られていて、同じ敷地
内にお墓の代りとなる
東牛石と呼ばれる力

ちからいし

石
が置かれています。

阿弥陀堂跡・東
とうぎゅうせき

牛石

大 渕 地 区 は「 高 柳 字
あざ

毘 沙 門 」 という字 名
で、毘沙門天は、大渕
の守り神として寛永13
年（1636）に祀られた
ようです。現在のお堂は
平成13年に完成し、旧
町内会館から移されま
した。同じ敷地内に庚
申塔と小

こ な が や

長谷八兵衛の
碑があります。

大
お お ぶ ち び し ゃ も ん

渕毘沙門堂と八兵衛碑

兵太夫新田は岩堀兵太
夫が中心となり開墾さ
れました。兵太夫が信
仰した地蔵院は元々南
300mにあり、8月23日
が例祭日です。

岩堀兵
ひょうだゆう

太夫と地蔵院

医術や外国語、詩歌の
道にも通じた井出玄意
は、明治6年、私塾の

「奎
けいうんしゃ

運舎」を開き、地
域の子弟の教育に尽力
しました。

井出玄
げん

意
い

邸跡

高洲地区交流センター
の場所には、昭和29年
まで高洲村の役場があ
りました。センター内に
は、歴代村長の写真が
飾ってあります。

高洲村役場跡

この地域は、水利の便
が良くなかったため、沢
山の溝を作り、田畑に
水を引いたので、巾溝
や七つ溝などの地名が
残っています。

巾
はば

溝
みぞ

安永5年（1776）の創
建で、素

すさのおのみこと

戔嗚命が祀ら
れ、明治12年に村

そんしゃ

社と
なりました。お天

てんのう

王さんと
も呼ばれ、8月の第2日
曜が例祭日です。

兵
ひょうした

下津島神社

大富村との境に「はり取
り淵」と呼ばれる大き
な淵があり、大蛇の伝
説がありました。現在は

「はりとり橋」が架かっ
ています。

はり取り淵

寛永12年（1635）の創建
といわれます。倉

うがのみたのまみこと

稲魂命
を祭神とし、与左衛門
の氏神として崇敬され、
明治8年に村社となりま
した。

与
よ ざ え も ん

左衛門稲荷神社

明 治19年に公 立小 学
校の尚

しょうけいかん

絅館と奎運舎が
合併して、高柳尋常小
学校がこの辺りに出来、
その後、高洲尋常小学
校になりました。

高洲尋
じんじょう

常小学校跡

昔は、この辺りに深い
淵があったといわれて
います。そしてここには
青
あおむぎ

麦小僧と万久島姫と
の悲恋の物語が残って
います。

万
ま

久
く

島
しま

姫
ひめ

伝説

元 禄13年（1700） に
日
にっしょう

照 禅師が村内安全、
疫
えきびょうへいゆ

病平癒を祈願し、延
命地蔵尊を勧

かんじょう

請しまし
た。戦没者の慰霊碑が
あります。

川
かわよけ

除延命地蔵尊

東名高速道路を潜った
先にある大新島下の共
同墓地に、弘法大師と
西国八兵衛、馬頭観音
があります。弘法大師
は、毎年8月23日に供
養祭が行われています。
その隣には、西国八兵
衛の碑があります。近
年、栃

とちやまがわ

山川の沿いにあっ
た馬頭観音も移転して
きました。農耕に使わ
れた馬や牛を供養した
ものです。

弘法大師・西国八
兵衛・馬頭観音

● ●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

①①

④④ ③③⑤⑤

⑥⑥

⑩⑩

⑪⑪ ⑫⑫

⑦⑦

②②

⑧⑧
⑨⑨

⑬⑬

⑭⑭

清林寺清林寺

大渕毘沙門堂と八兵衛碑大渕毘沙門堂と八兵衛碑

巾溝巾溝

高洲村役場跡高洲村役場跡
井出玄意邸跡井出玄意邸跡

阿弥陀堂跡・東牛石阿弥陀堂跡・東牛石

川除延命地蔵尊川除延命地蔵尊

弘法大師・
西国八兵衛・
馬頭観音

弘法大師・
西国八兵衛・
馬頭観音

兵下津島神社兵下津島神社

万久島
姫伝説
万久島
姫伝説

与左衛門
稲荷神社
与左衛門
稲荷神社

岩堀兵太夫と
地蔵院

岩堀兵太夫と
地蔵院

はり取り淵はり取り淵

高洲尋常小学校跡高洲尋常小学校跡

下共同墓地下共同墓地

整形外科整形外科

円月荘円月荘
高洲中高洲中

東
名
高
速
道
路

東
名
高
速
道
路

藤
相
田
沼
街
道

藤
相
田
沼
街
道

高洲小高洲小

高洲地区交流センター高洲地区交流センター

東海
道新
幹線

東海
道新
幹線

セブンイレブンセブンイレブン

ＪＡ大井川高洲支店ＪＡ大井川高洲支店

昭和シェル昭和シェル

村上開明堂藤枝工場村上開明堂藤枝工場

高柳ふれあい広場高柳ふれあい広場

高洲スポーツ広場高洲スポーツ広場

スーパー富士屋
高洲店

スーパー富士屋
高洲店

ファミリーマートファミリーマート

セブン
イレブン
セブン

イレブン

ファミリーマートファミリーマート

クリーニング店クリーニング店

①⑤⑬ ⑧

⑥

⑦⑫

⑩⑭

⑪

⑨

④

③ ②

昨年９月号の「高洲の田沼街道周辺を散策しよう」の第３弾。
高洲地区郷土の歴史愛好会が発行している「高洲地区歴史探訪マップ」を参考に、

高洲地域の新幹線から南部のエリアの中の東側を取り上げました。

高洲地区郷土の歴
史愛好会が「地域の
歴史遺産」を残して
いこうと作成したも
のです。イラストは、
谷澤靖策さんが担当しました。近
年は、高洲地区交流センターの助
成も得て、地域や希望者に配布し
ています。連絡は、高洲地区交流
センター/054−635−1458まで。

高洲地区歴史探訪マップ

取材資料協力／高洲地区郷土の歴史愛好会・谷澤靖策氏・高洲地区交流センター
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，食べたい秋の果物は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 大正八年 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　11月5日㈫
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

藤枝一香の茶樹の品種は？

　〇〇〇〇（かな4文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントしま
す。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

　先月のクイズの答えに「昭和１０年」と答えた方が多
くありました。創業１００年と題して大正８年に屋台を
始めたと記事にあったのですが、２０１９─１００年＝
大正８年とは、ならなかったようで、昭和１０年に店
を構えたという記事に引っ張られた方が多かったよう
です。西暦と和暦の違いの落とし穴でした。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）



11月の休日緊急医

小児科
・

3日（日・祝） 4日（月・振） 10日（日） 17日（日） 23日（祝） 24日（日） 3日（日・祝） 4日（月・振） 10日（日） 17日（日） 23日（祝） 24日（日）

5

〈内〉錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内〉ひろせクリニック
（駅前二）
�641･0689

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内・小〉三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

〈内・小〉大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018

〈内〉近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

〈内〉西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
〈内〉すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610

〈内・小〉菅ヶ谷内科医院
（堀之内）
�641･2903

〈内〉なお消化器内科クリニック
（高洲一）
�634･1825
〈内〉高橋医院
（下青島）
�647･0370

〈内・小〉川口内科
（八幡）

�644･3366

〈内・小〉大持医院
（藤枝五）
�641･0651

高松整形外科
（岡出山三）
�643･2378

〈内・小〉櫻井医院
（焼津市上新田）
�622･0122

〈内〉鈴木内科医院
（茶町四）
�644･6960

神戸整形外科
（焼津市宗高）
�622･3399

〈小〉高洲早川クリニック
（与左衛門）
�636･0021

〈内〉ハラダ城南医院
（田中三）

�647･1234
〈内〉ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

岡本石井病院
（焼津市小川新町五）

�627･5585

松下歯科オーラルクリニック
（高岡三）
�636･1291

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000
〈婦〉香山婦人科クリニック

（水上）
�647･6200

八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠四）

�629･5566

藤枝眼科クリニック
（青木二）
�647･7770

岡本歯科医院
（岡部町内谷）
�667･3735

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
�623･1187

ひよこ歯科
（高洲）

�637･0001

鳥居歯科医院
（大東町）
�636･4814

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）

�621･5888

小澤歯科医院
（瀬古二）
�646･0775

あまの耳鼻咽喉科クリニック
（田中三）

�646･3313

れんげじ歯科クリニック
（若王子三）
�646･4182

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571


